
 

 

～南小のびのびルーム「工作教室」～ 

令和８年 1 月 17 日(土)9:00～11:00 ＠南小内教室   

 年明け１回目ののびのびだよりは、南小からスター

ト！この日は、ＰＴＡの皆さんが工作教室をされると

いうことで取材に伺いました。 

 この日準備されていた工作は３種

類。最初は紙コップとたこ糸で作る「鳴くにわとり」です。こ

の工作は、その名の通り「鳴く」のですが、どうやって鳴かせ

るのか、作りながら子どもたちの頭の上には？マークが浮かん

でいます。完成したところで、コーディネーターさんが満を持

してタコ糸をウエットティッシュでこすると「コッココココ…

ココッ…コココォ」…まるでそこら中をニワトリが駆け回って

いるかのように「鳴く」んです。子どもたちは大興奮で、教室

がニワトリ小屋に大変身となりました。 

 続いては、ストローとスーパーボールで作る「ストローロケ

ット」。こちらは簡単なのに、予想以上にストローが飛び上がる

しくみになっていて、子どもたちは夢中で何度もロケットを打

ち上げていました。最後は、ビー玉をつかったキャタピラコロコロ。こちらも

簡単で誰でもすぐに作れるのに、想定外の不規則な動きをするので、一度転が

したら目が離せず、延々ところころころころ遊びます。 

 実はこの３種類の工作は全て、夏の「のびのびＥＸＰＯ」

で紹介され、皆さんで体験した工作です。「まるまるよその

真似やねんけどね。」とスタッフさんは言いますが、それでいいんです！子ど

もたちが喜ぶ取り組みは、どんどん真似し合って広げていきましょう。 

地域でつくる子どもたちの居場所づくり 
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 作成：放課後こども教室推進事業運営委員会 事務局(教育部 社会教育課) 

※各教室の取組みを市内全域で共有し本事業の活性化を図るため、見学の記録を作成し送信しております。 
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